
―	 大阪のご出身だとか。いつか

らラグビーを始めたのですか。

大阪市住之江区の出身です。中学
校でサッカー部に入っていたのです
が、となりで練習していたラグビー
部の顧問の先生に誘われたのがきっ
かけです。ラグビー部の方が楽しそ
うだったので。その後、東海大仰星
高校から早稲田大に進み、神戸製鋼
に入りました。
―	 前回ワールドカップのスコッ

トランド戦を横浜のスタジアムで見

ていました。勝利へのカウントダウ

ン。山中選手のタッチキック。ノー

サイド。そのときの興奮は忘れられ

ません。山中選手のワールドカップ

の想い出を聞かせて下さい。

2015年大会はバックアップメン
バーとして参加していました。
2019年は日本開催なので絶対に出
たいという気持ちでした。代表メン
バーに選ばれ、しかも全試合に出る

ことができました。あのような大舞
台で経験できたことは、すごく自信
になりましたし、あの経験があった
からこそ大きく成長できたと思って
います。
―	 一番想い出に残っている試合

は？

難しい質問ですね。ゲームの途中
から出た開幕戦。ノーサイドのキッ
クを蹴り出して決勝トーナメント進
出を決めたスコットランド戦。決勝
トーナメントの南アフリカ戦。どれ
も印象に残っています。
―	 南アフリカ戦は負けはしまし

たがすばらしいゲームだったと思い

ます。

私もそう思います。南アフリカ戦
は、準備して準備して力を出し切っ
ての負けでした。力を出し切れず、
ふがいなく負けたのではない。やっ
てきたことをしっかりだして、それ
でも勝てなかった試合でした。

―	 日本代表の現在の調子やワー

ルドカップでの見通しを教えてくだ

さい。

今の日本代表はすごくいいチーム
になっています。４年前よりも確実
に強くなっています。若手とベテラ
ンの組み合わせがよく、いい関係性
ができている。昨年、一昨年はハイ
パフォーマンスユニオンの上位チー
ムとの試合に勝てませんでしたが、
昨年のオールブラックス戦はいい課
題が見つかるゲームができていて、
チームとして成長していると実感し
ています。
―	 プールＤはイングランドやアル

ゼンチンなど強豪が入っています。

たしかに強いと思います。イング
ランドもアルゼンチンもそうです
が、ほかのチームも強い。どの相手
でもいい準備をしないといい結果は
ついてこないでしょう。試合までの
過程がたいへん重要になってくると

　ラグビーは今年がワールドカップイヤー。９月からフラ
ンスで開催されます。
　2019年の日本大会で日本代表は史上初めて決勝トーナ
メントに進出。多くの感動が生まれました。山中亮平選手
は、日本人離れした大型のバックスとして大活躍。日本躍
進の原動力となりました。
　ワールドカップ代表合宿が始まる直前の大変お忙しい時
期、トレーニングの合間にお話をお聞きしました。

コベルコ神戸スティーラーズ

山	中	亮	平	さん
YAMANAKA, Ryohei  
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思います。
―	 ワールドカップの優勝候補は

どこでしょうか。

もちろん日本も優勝を目指してい
ます。ハイパフォーマンスユニオン
のチームは全部強いですし、どの
チームも優勝する力があります。ア
イルランドもオールブラックスも。
それらの強豪に対して日本がどれだ
け結果を出していけるかです。日本
は先日ハイパフォーマンスユニオン
に入りましたし、これからますます
強豪国になっていくはずです。

―	 日本代表のどこを見てほしい？

強い相手、自分たちより大きい相
手に対して、日本代表しかできない
ラグビーがあると思います。低い
タックルであるとか、頭を使ったラ
グビーであるとか、そういうラグ
ビーを見てほしいと思います。
―	 山中選手の代表に向けての意

気込みを教えてください。

６月から日本代表の合宿が始まり
ます。まずワールドカップメンバー
に入ることが一番なので、そのため
にしっかり準備して、ハードにト

レーニングして、そしてワールド
カップメンバーになって、４年前の
ベスト８を超える結果を残したいと
思っています。このワールドカップ
が最後だと思っていますので、自分
のラグビーの集大成にしたいと思っ
ています。
―	 山中選手のアピールポイント

は？

わかりやすく言えばキック。とく
にロングキック。それとパスです。
―	 100キロを超える巨大な相手

にタックルにいくのは怖くないですか。

怖いとは思わないですね。タック
ルもスキルなので。自分のタイミン
グでどれだけ入れるか、練習してい
ればシチュエーションになったとき
にタックルできます。
―	 以前はスタンドオフでした

が、前回大会はフルバックでした。

スタンドオフとフルバックの違いを

教えて下さい。

2018年にフルバックに変わりま
した。同じバックスではあります
が、まったくちがうポジションで
す。スタンドオフはゲームメイクし
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コントロールするポジション。フル
バックはディフェンスの最後の砦と
なるポジションです。フルバックは
ボールを持っていない時の動きがた
くさんありますし、相手のキックを
キャッチして、そこからカウンター
アタックを仕掛けるあたりもちがう
ところですね。
―	 神戸製鋼（コベルコ神戸ス

ティーラーズ）のことをお聞きしま

す。今シーズンのリーグワンはいか

がでしたか。

カンファレンスの真ん中ぐらい
で、上位にいけませんでした。最後
まで修正できずにシーズンが終わっ
てしまった感じで残念でした。
―	 リーグワンのトップ４は関東

のチームばかりでした。関西のチー

ムであるコベルコ神戸スティーラー

ズにはぜひともがんばってほしいの

ですが。

次のリーグはワールドカップの後
に始まります。2018年に優勝して

から十分な結果を出せていませんの
で、チームとして変わっていかなけ
ればならない時期に来ているのはま
ちがいありません。ヘッドコーチや
スタッフも代わりますし、オールブ
ラックスのレタリック選手など外国
人選手も入りますし、若手も成長し
ているので、かみあっていけば必ず
いい結果がついてきます。
―	 この冊子を手に取っているだ

ろう弁護士、裁判官、検察官に伝え

たいことはありますか。‥‥‥もし

あればですが。

う～ん。どうですかねえ。ないで
すねえ(笑）。
―	 最後に、ラグビーのいいとこ

ろ、こんなところを見てほしいとい

うところを聞かせてください。

ラグビーはいろいろな個性の人が
できるスポーツです。身体が大きい
人、小さい人、足が早い人、遅い
人、一人一人役割があって、そうい
う人たちが一つのチームとなって力

を合わせて勝利を目ざすというのが
ラグビーの魅力だと思っています。
そういうスポーツはラグビーしかな
いんじゃないかと。
� 2023年（令和５年）６月１日（木）

インタビュアー： 宮 島 繁 成
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RUGBY�WORLD�CUP�FRANCE�2023

開幕戦�9月8日�日本時間4:15

決勝戦�10月28日�日本時間21:00
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